
【給管鳥 Ver7.1 機能追加のご案内】 

給管鳥 Ver7.1では、下記機能を追加しました。 

■住所地特例の見直しによる介護給付費明細書への対象者情報の記載について 

今回の改正により「住所地特例」の対象者は、平成 27年 4月以降、施設が所在している 

市町村の「地域密着型サービス」や「地域支援事業」を利用することが可能となりました。 

 

◆対象サービス 

◇地域密着型（介護予防）サービス 

(1)定期巡回・随時対応型訪問介護看護、(2)夜間対応型訪問介護、 

(3)（介護予防）認知症対応型 通所介護、 

(4)（介護予防）小規模多機能型居宅介護（短期利用以外・短期利用） 

(5)看護小規模多機能型居宅介護 

 

給管鳥では住所地特例情報を利用者管理から登録します。 

 

【給管鳥：利用者情報詳細】画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇介護給付費明細書 

介護給付費明細書(様式第二、二の二)の様式が変更され、住所地特例対象者の欄が追加 

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所地特例対象者の場合は、施設所在の 

保険者の情報を入力し、追加してください。 

 



■訪問介護：頻回の訪問として提供する 20分未満の身体介護を算定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■小規模多機能型居宅介護（短期利用以外）：看取り介護加算の設定について 

小規模多機能型居宅介護（短期利用以外）に看取り介護加算が新設されました。 

下記のように設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【看取り連携体制加算を算定したい場合】 

1. 

[1]タブにある加減算はすべて「なし」にします。 

2. 

[2]タブにある「算定区分」を「加算のみ」にし、 

「看取り連携体制加算」のみ「あり」を選択します。 

3. 

「看取り連携体制加算日数」に日数の入力が可能にな

るので、算定可能な日数を入力し、死亡日に貼り付け

てください。 

 

加算のみに設定 

「頻回の訪問」として提供する 20分未満の身体介

護を登録した場合、サービス提供票のサービス内

容に「【頻回】」と印字できるようにしました。 

 



■短期入所利用日数の初期値を設定できる機能を追加 

「利用者情報詳細画面」に「短期入所利用日数の初期値」を追加しました。 

『平成 27年 3月末までの短期入所利用累計日数』を設定してください。 

 

「短期入所利用日数の初期値」で設定された日数は、利用票に記載される「短期入所の累

計日数」に反映されます。 

 

なお、翌月以降は【初期値で設定した日数】と【前月までの短期入所の日数】 

（〔予定・実績管理〕で短期入所を登録した日数）が自動で合算され、 

利用票印刷時に累計日数として印字されます。 

 

【利用者情報詳細】画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

【印刷設定】画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用票別表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『平成 27 年 3 月末までの短期入

所利用累計日数』を設定 

 

「短期入所利用日数の初期値」+

「介護保険情報の認定有効期間内

の前月までの実績」 

初期値+実績値の内訳 

 

 



累計を設定した利用者の認定有効期間が更新された場合など、累計日数のカウントが 

クリアする場合は、利用者情報詳細画面で設定した日数を「0」に変更する必要があります。 

※自動では 0になりません。 

 

認定有効期間更新時「短期入所利用日数の初期値」を「0」にするメッセージが表示 

されますので、「OK」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■介護給付費明細書：摘要欄について 

◇短期入所生活介護：医療連携強化加算を算定する場合 

実績確定後、明細書基本情報編集画面にて、摘要欄に利用者の状態（イからリまで）を 

選択してください。 

 

 

 

 



◇短期入所療養介護、介護予防短期入所療養介護、介護療養施設 

摘要欄に複数の記載が必要な場合があります。複数項目の記載が必要な場合、 

下記方法で入力をおこなってください。 

【摘要欄の入力方法】 

※ 

下記操作は、サービスを（予定）実績管理から登録をおこなったあとの作業となります。 

1. 

【メインメニュー】→【請求データ作成】→【実績確定・請求データ作成】の順に 

クリックし、該当の利用者の実績確定を行います。 

2. 

実績確定終了後、該当の利用者を選択、右上の【詳細】→【詳細】を押下 

明細書基本情報編集画面になります。 

3. 

摘要欄記載事項に入力をおこない、右上の［更新］してください。更新後、 

介護給付費明細書を出力し、摘要欄をご確認ください。 

 

 【短期入所療養介護】の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【介護療養施設】の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：多床室入所理由（1：多床室入所）と患者の状態 

（チ：認知症であって、悪性腫瘍と診断された者）を 

明細書の摘要欄に記載したい場合→「１／チ」と半角で入力

してください。 

 

 

例：傷病名コード（慢性虚血性心疾患：050050）、患者の状態（イ NYHA

分類Ⅲ以上の慢性心不全の状態）、多床室入所理由（1：多床室入所）を

明細書の摘要欄に記載したい場合→「050050／イ／1」と半角で入力 

してください。 



 摘要欄の記載については、下記に詳細がありますのでご参考ください。 

◇国保中央会：介護保険システム情報 システム変更資料[2015.04.03] 

https://www.kokuho.or.jp/system/nursing_care.html 

・Ⅰ-8-2_(資料８)②介護給付費請求書等の記載要領について別表 

 

■給付管理票：月途中で「事業対象者→要支援 1」へ区分変更があった場合 

給管鳥では、新総合事業の請求については未対応のため事業対象者の登録は 

おこなえません。 

 

ただし月途中で事業対象者→要支援 1へ区分変更があり、介護予防給付サービスのみの 

給付管理票の作成が必要な場合、要支援・要介護状態区分等には、介護度の重い方を 

記載するため「事業対象者」にチェックが必要となります。 

 

そのため、給管鳥では利用者情報詳細画面にて設定をおこなえば、チェックが可能に 

なります。 

 

【利用者情報詳細】画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月途中で「事業対象者→要支援 1」に区分変更

があった場合で、予防給付のみの給付管理票の

作成が必要な場合、要支援 1の情報とともに 

「月途中で事業対象者→要支援 1となった」に

チェックをつけてください。 



■利用者向け請求書・領収書について 

◇生保等の公費受給者の請求書等に、提供されたサービス名を記載する機能を 

追加いたしました。 

1. 

「利用者向け印刷」の[利用者一覧]から該当の利用者を選択し、右上の[印刷]をクリック 

します。 

2. 

【利用者向け請求書設定】画面が表示されます。 

「利用者負担 0円のサービスを印刷する」にチェックをつけ、「印刷」をクリックして 

印刷をおこなってください。 

 

【利用者向け請求書設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【簡易版】                  【詳細版】 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

「利用者負担 0 円のサービスを印刷

する」にチェックをつける。 

 

利用者負担額「0」円の場合でも 

サービス名を印字可能になりました。 

 


